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４．議事要旨 

 検討の全体像として、①三宮再整備事業により期待される効果の整理、②効果計測の

前提条件の設定、③来訪需要・オフィス需要の予測、④経済効果の計測、を行うこと

とした。 

 需要予測モデルは、通勤・買物・観光・出張など、来訪目的によって、需要の変化が

異なるので、それぞれのモデルを作成する。これらのモデルにより、三宮への来訪者

数・従業者数を予測し、その結果をもとに経済効果を推計する。需要予測モデルの構

造は、発生モデル、目的地選択モデル、交通手段選択モデルの３段階とする。 

 三宮再整備により、企業の立地や来訪者が増加し、消費や投資が増加することで経済

効果が発生し、その経済効果を求めて、人口が流入することが予想される。しかし、

人口増加を前提とした経済効果は不確実性が大きいため、三宮再整備による人口の増

減への影響はない前提で経済効果を推計する。 

 需要予測モデルの目的地の設定については、日常生活圏内は近畿圏のパーソントリッ

プの計画基本ゾーンレベル、日常生活圏外の方は日本全体の旅客純流動調査（市町村

単位）をベースとする。三宮ゾーンについては、パーソントリップで中央区は５つに

分かれているので、ポートアイランドを除いた残りの４つを三宮ゾーンとする。 

 経済効果の推計については、フロー効果とストック効果を計測する。フロー効果につ

いては、直接効果が建設投資額となり、波及効果は直接効果に神戸市産業連関表を用

いて推計する。ストック効果は、来訪者の増加による消費支出の増加と、企業の増加

による生産額の増加を直接効果として推計する。得られた直接効果に、神戸市産業連

関表を用いて波及効果を推計する。 

 三宮再整備により誘発される生産は全て市内で賄われるものではない。経済効果の過

大推計にならないように神戸市産業連関表の開放型を採用する。 



 H23 神戸市産業連関表を用いて将来の経済効果の推計が可能であるかという懸念があ

るが、H23神戸市産業連関表は現時点の最新データであり、H23のデータであっても産

業構造を細かく分類して計算して、その後集計するのであれば、結果についてはそれ

ほど影響がないと考えられる。 


